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平
成
二
十
六
年
度
一
般
会

計
予
算
は
、二
九
六
億
七
千
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。な
か

で
も
、認
可
保
育
所
整
備
事
業

に
は
九
千
百
十
四
万
七
千
円

を
計
上
し
、平
成
二
十
七
年
度

か
ら
本
格
的
な
施
行
が
予
定

さ
れ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」に
向
け
子
育
て
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

問
題
も
含
め
十
和
田
市
全
体

で
本
格
的
な
展
望
に
立
ち
考

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、暦
で
は
四
月
を
迎
え

春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、た
び
重
な
る
大
雪
に
よ
り
、

農
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が

倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害
を
受

け
て
お
り
ま
す
。大
雪
な
ど
の

災
害
に
対
し
認
識
を
改
め
る

と
き
で
は
と
痛
切
に
感
じ
て

い
ま
す
。今
後
も
安
心
・
安
全

な
十
和
田
市
構
築
の
た
め
、身

を
粉
に
し
て
働
く
所
存
で
す
。

（
文
責

　
今
泉
勝
博
）
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　仙ノ沢開拓地域に建設予定の大型養豚場建設反対に関する

請願

請 願 者　仙ノ沢開拓大型養豚場建設説明会　座長　小笠原茂美　他51名

紹介議員　畑山親弘・舛甚英文・野月一正・杉山道夫

継続審査 新たに受理し、継続審査の陳情

　特定秘密保護法の撤廃を求める意見書採択の請願

請 願 者　青森県労働組合総連合　議長　奥村榮

紹介議員　杉山道夫・畑山親弘　

特定秘密保護法の撤廃を求める意見書を採択すること。

請　願・陳　情請　願・陳　情

所管事務調査の報告

各常任委員会で行った所管事務調査の報告がされました。

総務文教常任委員会①投票時間について
観光経済常任委員会①外国資本による森林買収状況について
　　　　　　　　　②奥入瀬焼山の活性化について
　　　　　　　　　③奥入瀬渓流の監視木伐採について

平成２６年第２回定例会の開催予定

６月２日（月）本会議（開会）
６月１２日（木）、１３日（金）、１６日（月）一般質問
６月１８日（水）本会議（閉会）

※各常任委員会の開催予定日は未定です。
　日程は変更になる場合があります。

　「社会保障制度改革推進法」の廃止を求める意見書の提出に

関する請願

請 願 者　青森県社会保障推進協議会　会長　大竹進

紹介議員　舛甚英文

　解雇の自由化など労働者保護の規制緩和に反対する請願

請 願 者　平和労組十和田支部　議長　藤田正男

紹介議員　杉山道夫・今泉勝博

　看護師等の夜勤労働改善・大幅増員を求める陳情

陳 情 者　青森県医療労働組合連合会　執行委員長　山本公行

紹介議員　舛甚英文

　「介護保険制度改革の中止を求める意見書」の提出を求

める陳情

陳 情 者　青森県社会保障推進協議会　会長　大竹進

紹介議員　舛甚英文

　「介護保険制度・要支援制度の公的支援存続を求める

意見書」の提出を求める陳情

請 願 者　青森県年金者組合上十三支部　事務局　苫米地宣廣

紹介議員　舛甚英文・田中重光　　

　介護保険制度・要支援制度の公的支援存続を求めるため、地方

自治法第99条に基づき政府及び関係行政官庁宛てに意見書を提出

していただくよう陳情いたします。

　要支援者への予防給付を市町村事業とすることについて

の意見書提出に関する陳情
請 願 者　公益社団法人　認知症の人と家族の会　青森県支部　代表　石戸育子

紹介議員　舛甚英文　　　

　政府及び衆議院、参議院両議長宛てに、要支援者への予防給付

を市町村事業とすることについての意見書を提出していただきた

く、陳情いたします。

　雇用の安定を求める請願

請 願 者　日本労働組合総連合会　青森県連合会

　　　　　上十三地域協議会　議長　中屋敷和夫

紹介議員　杉山道夫　　　　

　現在、政府の産業競争力会議や規制改革会議などで成長戦略の

名のもとに多様な働き方と表しながら労働法制の緩和を検討し、

雇用法制を不安定化させようとしております。この現状を鑑み、

本議会において、政府に対し、雇用の安定について強く要望して

いただきたい。

　手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願

請 願 者　十和田市ろうあ協会　佐々木隆弘

紹介議員　沢目正俊・豊川泰市・舛甚英文　　　

　手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞

こえない子供が手話を身につけ、手話で学び、自由に手話が使え、

さらには手話を言語として普及、研究することのできる環境整備

を目的とした「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書を国に

提出していただきたい。

十和田市ひらかれた議会づくり基本条例（案）　ご意見募集中
　　　　　　　　　※詳しくは市議会ホームページをご覧ください※
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